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●昨年との違い！？ 
昨年に引き続き、ＴＵＫ通信を配布させて頂きます。緩

～い集まりの転遊研では、日本の実情に合った自転車遊

びを模索していますが、幸いなことに地味ながら何処でも

誰もが仕掛けられて、年齢性別車種不問で楽しめる「ＴＨＴ

２６◆◆自転車さんぽ」を実験企画から得るに至っています。 

「春需でソフトも売ろう！」と言う着地点にはブレはありま

せんが、その道筋や、表現や、活動指針は、コロコロ転がる

牛の○玉です！ 

そう言う訳で、下記の「昨年 ⇒ 今年」のタイトル比較

は、表現は違いますが、内容は同じものです。 

「スピードウイーク ⇒ スペシャルウイーク」 

「ナショナルブルベ ⇒ 一期一会の日本一周」 

「サイクリングの標準化 ⇒ 自転車さんぽネットワーク」 

 

 
 

●一期一会の日本一周 
ナショナルブルベやエリア限定ブルベを、昨年の今頃は自

治体や旅行代理店等に提案していましたが、結局、不発に

終わっています。理由は「責任の所在」です。 

セルフチャレンジを前提とする認定企画は、旅のヒントとし

ての「サイクリングマップ」と違って、任意出走＆自己責任の

範疇から漏れる可能性があるという解釈です！ 

地図を見て行き先を決めて、ソロまたはグループで出かけ

る「プライベートツーリング」は、本人の責任。任意出走＆自

己責任を掲げる「ＴＨＴ２６◆◆自転車さんぽ」は、少なくとも責

任者が立ち会っている。特例道路使用のサイクリング大会は

スタッフが見守り、さらにガイド付きツーリングは文字通り！ 

出走を認定と言う形で後押しする「ナショナルブルベ」は、

“取り扱い注意状態”で、推奨ルートや任意ルートと言えど

も、その危険性は誰の責任なのかと・・・？ 

そこで折衷案！ 一度、実走イベントを行って、それを追体

験する方法はどうでしょう？ 海外からのサイクリストが一生に

一度の来日という前提で、コースを繋いで行くイメージで、自

転車に優しい“道”を延ばして行ければ良いのですが・・・！ 

●自転車さんぽネットワーク 
左記「一期一会・・・」や、下記「スペシャル・・・」を実現する

には、日本全国に仲間が点在することが前提になります。 

それだけが理由ではありませんが、「ハード」「ソフト」「ハー

ト」「インフラ」をバランス良く議論することが自転車市民権獲

得への必要十分条件と考え、また、普通の道を普通に走る

「ファストラン」や「ＭＴＢツーリング」や「ポタリング」が、日本各

地で楽しまれる将来像を期待するには、日常利用とスポーツ

利用の狭間を埋める、共通認識を持つためのネットワークが

必要と思います。 

主催者の大小を選ばず、年齢性別車種不問で楽しめる、

のんびりポタリングと見せかけて、実は下剋上ルールのツーリ

ングコンペティションが「ＴＨＴ２６◆◆自転車さんぽ」です。 

地区予選から決勝大会というトーナメント企画や、交通標

識問題等を入れたマナースクール併催など、応用範囲が広

く、自転車関連団体も興味を示していて、２０１６年の春需を

目指した企画を「自転車さんぽプラットフォーム ｆｏｒ ２０１６」

（上図参照）として提案中です。そして、その運営チームの募

集を、広く呼び掛けたいと思います。（別途案内予定！） 
 

●「さんいん１３００」と「スペシャルウイーク」 
国内耐久ランの極め付けが「日本縦断」だと断言しても異

論ないでしょう！昨年も書きましたが、記録に挑戦するにはコ

ースの下見も必要で、

現地までの交通費や

諸経費もバカにならな

い。距離は約２７００ｋ

ｍ。単純計算で１日４

００ｋｍ走るとしても、７

日間は要する。 

そこで、さんいん１３

００の交歓会で出たア

イデアが「スペシャルウイーク」です！ドロップバッグや提携エ

イドや仮眠所を設け、さらに佐多岬からの乗合バスも用意す

るサービス企画を、近い将来に出来ないかというもの！ 

昨年のさんいん１３００は、天険親不知の調査や、中間地

点の北陸の視察も兼ねて、「山陽山陰周回」と「日本海南下」

のＷルートで実施。親不知トンネルの相対比較による安全性

の確認が出来たことは安心材料でしたが、北陸に限らず、青

森から京都までの推奨ルート候補が、バイパス等の建設でズ

タズタになっていたのは、「一期一会の・・・」にも絡む重要課

題として浮上！皆さんも、バイパスや橋やトンネルで、行き場

を失ったことはありませか？ 

閑話休題、今年も曜日の並びから「３泊４日１０００ｋｍ８５時

間」を認定基準に、Ｗ

ルートで実施予定で

す。そして来年は、関

西発鹿児島着の日本

縦断ハーフを計画中です。     【検索⇒さんいん１３００】 
 

松江ＰＣ（仮眠所）で出立と到着の二人 
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定 


